
現場から回収したデジタルカメラ映像について 

 

平成 29 年 2 月から貯蔵容器の点検を開始し、今回の事象が発生するまでに 31 本の点検

を実施し、汚染等の異常はなかった。作業状況記録のために室内に持込んだデジタルカメ

ラに貯蔵容器の点検結果が記録されており、回収データを確認した結果、6月 6日に撮影し

た全画像は 5枚であった。 

6 月 6 日は貯蔵容器の点検作業を実施しており、樹脂製の袋が破裂した貯蔵容器 1010 は

5本目に該当し、撮影時間は作業者からの聞き取り内容（6/13プレス発表資料添付 1）に合

致することを確認した。 

  

＜回収までの時系列＞ 

6月 14日（水） 

14：01 現場に入域 

14：37 SD カードを管理区域より搬出 

14：46 SD カードを現地対策本部へ搬送 

14：50 SD カードが現地対策本部に到着 

15：25 SD カード内の画像チェック開始  

15：29 画像確認終了 

 SD カード抜き取りから画像確認までの工程は保安検査官立ち合いの下実施。 

 グリーンハウス内のデジタルカメラは除染未実施のため、SDカードを抜き取り。 

 

＜回収データ＞ 

SD カードには 2011年 5月 2日～2017年 6月 6日までの撮影画像が保存。なお、6月 6日に

撮影した全画像は 5枚。 

 

＜画像の詳細（5枚）＞ 

① 写真 1（作業前 TBMボード）撮影時刻   8：54 （本作業とは無関係の作業） 

② 写真 2（貯蔵容器 1007）  撮影時刻 10：59 

③ 写真 3（貯蔵容器 1007）  撮影時刻 11：00 

④ 写真 4（貯蔵容器 1008）  撮影時刻 11：13 

⑤ 写真 5（貯蔵容器 1010）  撮影時刻 12：55 （事象発生後の貯蔵容器） 

 撮影時刻はデジタルカメラの設定時刻による（現時刻との整合確認は未実施） 

 

＜添付資料＞ 

写真 1～5 

以  上 



機械室（コールド環境）で実施していたTBMボード 
 

当該放射線作業とは無関係の作業 

写真１ 



容器（内容器本体） 

容器（内容器蓋） 

腕カバー 

樹脂製の袋（二重包装）、核燃料物質 

はさみ 

酢酸ビニルシート 

ゴム手袋 

プルトニウム・濃縮ウラン貯蔵容器（B型） 

バット 

ドライバー 

バットとハサミは、当該作業に使用していない。 スパナ 

スパナとドライバーは貯蔵容器開封に使用 貯蔵容器内に容器(内容器)有 

バットを使用しない代わりに、フード内床面を酢酸ビニルシートで養生している。 

写真２ 



プルトニウム・濃縮ウラン貯蔵容器（B型） 

ゴム手袋 

腕カバー 

容器（内容器蓋） バット 

容器（内容器本体） 

樹脂製の袋（二重包装）、核燃料物質 

酢酸ビニルシート 

バットとハサミは、当該作業に使用していない。 

スパナとドライバーは貯蔵容器開封に使用 
貯蔵容器内に容器(内容器)有 

バットを使用しない代わりに、フード内床面を酢酸ビニルシートで養生している。 

写真３ 



腕カバー 

プルトニウム・濃縮ウラン貯蔵容器（B型） 

ゴム手袋 

はさみ 
バット 

化学雑巾 

ドライバー 

酢酸ビニルシート 

スパナ 

樹脂製の袋（二重包装）、核燃料物質 

バットとハサミは、当該作業に使用していない。 

スパナとドライバーは貯蔵容器開封に使用 
貯蔵容器内に容器(内容器)無 

樹脂製の袋を折りたたんで貯蔵容器に収納した。 
バットを使用しない代わりに、フード内床面を酢酸ビニルシートで養生している。 

写真４ 



プルトニウム・濃縮ウラン貯蔵容器（B型） 

はさみ 

ゴム手袋 

バット 
化学雑巾 

樹脂製の袋（二重包装）、核燃料物質 

バットとハサミは、当該作業に使用していない。 

スパナとドライバーは貯蔵容器開封に使用 

スライド式ガラス窓取手 

貯蔵容器内に容器(内容器)無 

バットを使用しない代わりに、フード内床面を酢酸ビニルシートで養生している。 

写真５ 

破裂した樹脂製の袋 
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